





では一般的に「言葉資料」（Logienquelle, Sayings Source）(1) と言われて
いる。
　だが、最近では一方で、北米を中心にして「物語福音書」（The Narrative 
Gospel）に対して「言葉福音書」（The Sayings Gospel）(2) と呼ぶ傾向があ














































































「この世代」に対する敵対的なモティーフと「裁き」の宣言（Q 3:7-9, 17, 
7:18-33, 11:14-32, 39-52）は「編集」によるもので、それ以前の伝承の
「収集」（Q６:20-49, 11:33-36, 12: 2-7, 22-34）とは異なる層であり、また













であることを強調した（7:31-35, 11:47-51, 11:29-32, 13:34-35）。(36)
　また、ディーター・ツェラーは知恵の言葉による複合的な訓戒が七つあ
ることを指摘した。すなわち、①敵対者に対する振舞（Q6:(20-23), 27-
33, 35c, 36-38, 41-42(43-49)、②宣教者の振舞（10:2-8a, 9-11a, 12 
(16)）、③祈りについて（11:(2-4), 9-13)、④迫害時の振舞（12:(2-3), 
4-9(10)）、⑤所有に対する態度（12:22-31, 33-34）、⑥目を覚ましている







（9:57-60, (61-62); 10:2-11, 16,(23-24？)）、③祈りについて（11:2-4, 
9-13）、④恐れずに宣教する勧め（12:2-7, 11-12）、⑤思い煩いについて





ハネの問い合わせ（7:1-10, 18-28, 31-35, 16:16）、③「この世代」との論
































































































構成する四つのブロック、①「宣教開始の説話」（3:7-9, 16-17, 21-22, 4:1-
13, 6:20b-49, 7:1-10, 18-35）、②「宣教の指示」（9:57-60, 10:2-16, 21-
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